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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は東アジアの工業化について著者のセメントプラント機器設計技術者としての実務経験他から得られ
た観察結果やデータをもとに、長期の時間軸から分析した研究成果である。先行研究を批判的に総合する一方、
独自に収集した資料やヒヤリングの成果を用い、国や地域ごとの機械工業形成度の相違に起因する技術形成の
異なったパターンについての理論化を試み、研究者のみならず、海外進出事業に携わる実務家にとっても参考
となる指針を提示している。 
 第１部は「技術移転とその仕組み」と銘打つ２章、計12節から成る理論分析に係わる論考であり、第２部は
「事例分析：技術の移転と技術形成」と題する事例分析に充てられている。 
 ２章、計13節から成る第２部はその前半においてインドネシアにおけるセメントプラント建設事例分析を、
後半において中国セメント産業の発展と技術形成に係わる諸問題の解明を試みた論考であり、共に著者による
fact findingに裏付けられた新奇な学問的境地を提示している。 
 序章ならびに終章は著者の分析ならびにモデリング能力を示すもので、著者独自の理論化への展望が示され
ている。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文はプラント技術移転に関する多面的アプローチによって、開発経済学に独自の新境地を拓いた労作である。 
 本論文は川崎重工業において長年、セメントプラント機器、とりわけロータリーキルンの設計に係わった経
歴を有する著者が、その工学的専門知識、川崎重工業における海外プラント技術移転のキーパースンからの長
期にわたる聴き取り、本学大学院 経済学研究科 社会人院生時代に積んだ開発経済学に関する研鑚、本学経済
研究所研究員時代における研究交流ならびに海外実態調査を背景に、アジア諸国へのセメントプラント技術移
転を主たる題材として、工業化における技術能力形成の問題についての一般的見通しを確立しようとした力作
であり、能力的にも余人を以ってしては著し得ないモノグラフである。 
 著者の執筆意図はほぼ、果たされており、多くの先行研究を総合し、著者独自の知見をベースとして体系的
に著述された本論文は今後、開発経済学における技術移転論の標準的文献の一つとして広く学会、実業界に共
有されてゆくべき質を具備している。 
 また、著者による一連の研究を通じて、中国セメント業界における所謂「竪窯」のルーツ、普及過程、その
語術的諸問題ならびその解決方案についての体系的研究というフロンティアが新たに提示された。 
 本論文は、この新たなテーマの開拓という任に耐え得べき知的バックグラウンドを有する研究者がこの著者
を措いて他にない、という事実を一般に認知せしむるに足る内容を有している。 
 以上により本論文は論文博士(経済学)の学位請求論文として相応しいものと審査された。 
